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旧居留地連絡協議会　会員

防災・防犯委員会

■防災福祉コミュニティー代表者会議
平成25年4月21日
■市民救命士 講習会
平成25年7月22日
■防犯講習会
平成25年7月23日
■中央区防災技術研修会 競技練習
平成25年8月27日
■中央区防災技術研修会 台風の為中止
平成25年9月1日平成
■市民救命士 講習会
25年10月29日
■今後の予定 毎月17日：防災委員会 開
催・旧居留地 防災訓練・メモリアルウォーク

環境委員会

（1）クリーン作戦（兼ポイ捨て防止運動）
◆初夏クリーン作戦／5月16日（木）
　参加者約200名で実施
◆初秋クリーン作戦／9月12日（木）
　参加者約180名で実施
◆冬季クリーン作戦／11月14日（木）
◆春季クリーン作戦／
26年3月13日（木） 

（2）ノーマイカーデー運動　
　　夏季運動 6月13日（木）予定通り実施
　　冬季運動 12月12日（木）
（3）放置自転車・バイク実態調査 実施　 
　ルミナリエに合わせ１回実施
　　（11月末）神戸市との日程調整
（4）プランター維持管理契約

現状の契約を前年どおり更新
（6月1日に実施）

（5）ルミナリエ100円募金
前年度と同程度の動員（延べ21名）

（6）環境委員会定例会議
4月11日、7月25日、10月10日　実施
26年2月13日（何れも木曜）
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あいおいニッセイ同和損害保険　株式会社
朝日生命保険　相互会社　神戸支社
株式会社　朝日ビルディング
株式会社　池田泉州銀行　神戸支店
栄光産業　株式会社
ＮＴＴ西日本　兵庫支店
株式会社　NTTファシリティーズ関西事業本部　兵庫支店
エルエルビーンインターナショナル 
大阪ガス　株式会社　
株式会社　大林組　神戸支店
株式会社　カミネ
関西住宅販売株式会社
関西電力　株式会社　神戸営業所
関電不動産　株式会社 　神戸支店
株式会社　京都銀行　神戸支店
近畿日本ツーリスト㈱　神戸支店
KDDI株式会社　
有限会社　建隆マネジメント
公共建物　株式会社
株式会社　鴻池組　神戸支店
一般社団法人　神戸銀行協会
神戸市立博物館
神戸信用金庫
株式会社　神戸新聞社
神戸ビル管理　株式会社
神戸貿易協同組合
神戸ポート郵便局
株式会社　神戸マツダ 
神戸メリケンパークオリエンタルホテル
ゴンチャロフ製菓　株式会社 
株式会社　さくらケーシーエス
株式会社　山陰合同銀行　神戸支店
三機工業　株式会社　神戸支店
三共生興　株式会社
株式会社　シークルー
株式会社　JFRサービス　
株式会社　塩田商会

株式会社　ジャム・デザイン
株式会社 商工組合中央金庫　神戸支店
商船三井興産  株式会社　神戸支店
神栄　株式会社
神港ビルヂング　株式会社
新光明飾　株式会社
新日鉄興和不動産　株式会社
ストーリーテラー　株式会社
株式会社　Slash　居留地スポーツ治療院
星光ビル管理　株式会社
株式会社　センター興産
株式会社　SOMA
株式会社　第一ビルディング
株式会社　第一楼
大神倉庫　株式会社
ダイダン　株式会社　神戸支店
大日インベスト　株式会社
株式会社　大丸松坂屋百貨店　大丸神戸店
泰和実業　株式会社
株式会社　高砂商行
株式会社　竹中工務店　神戸支店
株式会社　タマヤクリエイト
寺崎食品産業　株式会社
株式会社　電通西日本　神戸支社   　　 
東急不動産SCマネジメント　株式会社
東京海上日動火災保険　株式会社　
株式会社　東京スター銀行
東京テアトル　株式会社　シネリーブル神戸
トライスター・ジャパン
株式会社  トリート
株式会社　日仏商会
日本銀行　神戸支店
日本毛織　株式会社
日本真珠販売　株式会社
日本真珠輸出組合
株式会社　ネオス
株式会社　ノーリツ

株式会社　ノザワ
合同会社　パール　リレイション
株式会社　白青舎　関西営業統括部　
阪神内燃機工業　株式会社
兵庫県信用保証協会
一般社団法人　兵庫県農業会館
株式会社　フェム マーケティング ハウス(茶 fe slur）
株式会社　フェリシモ
株式会社　富士インダストリーズ
株式会社　Plan Do See（オリエンタルホテル）
株式会社　プレマリエ・ジャポン
株式会社　プロネット
平和不動産　株式会社　
ホテル　ヴィアマーレ神戸
ホテル　トラスティ神戸　旧居留地
松岡不動産　株式会社
株式会社　三井住友銀行
三井不動産リアルティ　株式会社
株式会社　三菱東京ＵＦＪ銀行　神戸支店
三菱ＵＦＪ信託銀行　株式会社　神戸支店
三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券　株式会社　神戸支店
株式会社　みなと銀行
南　株式会社
株式会社　御幸ビルディング　神戸御幸ビル管理事務所
室町建物株式会社　神戸事務所
明海興産　株式会社
安田不動産　株式会社
有限会社　山本ビル
学校法人　ロイヤル学園

※2013年10月現在 102社●名簿は50音順

◆2013年10月22日～24日
灘五郷・SAKEプラザ

　神戸市　神戸朝日ビルディング1階
　ピロティ特設会場

◆2013年10月1日～12月1日
神戸ビエンナーレ2013

　神戸市　メリケンパーク・
　神戸港エリア、兵庫県立美術館・　　
　ミュージアムロードエリア、三宮・　
　元町エリア

◆2013年10月27日
こうべガーデンカフェ2013
　神戸市　KIITO（デザイン・クリエイティブ
　センター神戸）、みなとのもり公園

◆2013年10月12日～14日
インディア・メーラー2013
　神戸市　メリケンパーク

◆2013年12月5日～16日
神戸ルミナリエ

　神戸市　神戸旧居留地界隈
　及び東遊園地

◆2013年12月4日～
　12月25日頃（予定）
南京町ランターンフェア

　神戸市　南京町 南京町広場

◆2014年1月11日～
　4月6日
特別展「ターナー 
英国最高の風景画家」

　神戸市　神戸市立博物館

◆2013年9月28日～12月8日
プーシキン美術館展　
フランス絵画300年
神戸市　神戸市立博物館

◆2013年11月1日～30日
KOBE パンのまち散歩

　神戸市中央区各所

◆2013年11月17日
神戸マラソン

　神戸市　神戸市役所前（スタート）

◆2013年11月18日～12月25日
フェリシモ　ハッピートイズプ
ロジェクト（神戸・三宮会場）
　神戸市　朝日ビルディング　1階　
　ピロティー

2013年の
旧居留地及び
周辺のイベント情報

都心づくり委員会
ま　　  ち

（1）居留地地区内の建設計画等に対する
　　聴取、助言
ＮＴＴ西日本　屋外広告物／東京海上
日動火災／屋外広告物、３８番館　店
舗計画／商船三井ビル　店舗計画／
常盤ビル　店舗計画／建隆ビル　店
舗計画／旧居留地フェスティバル（大
丸）　バナーデザイン／昭和シェル石油
屋外広告物／興和ビル店舗計画

（2）他団体・他都市の取組事例の研究、
　　意見交換　
　　リージョンコアまちづくり活動に関する
　研究会（関経連主催）／

　　６月１１日、７月２９日、１０月７日出席
　　景観形成市民団体連絡協議会／
　　６月17日出席
　　札幌中央地区町内会連合会との
　　意見交換／９月２４日
（3）道路環境のあり方の検討（放置自転
　車対策、新規改修道路への提案等）
　伊藤町筋・歩道改修計画に対する助言

（4）ユニバーサルデザインの検討
（5）神戸市夜間景観形成実施計画への
　取り組み
　神戸市夜間景観形成実施計画推進委
員会出席／６月４日、９月６日

平成25年度活動計画

広報委員会

●広報誌「居留地会議」No34
・（創立30周年特別号）発行
　10月22日（火）2,000部発行
・旧居留地連絡協議会WEBサイトの
活用、促進
オフィシャルサイトの運用管理
・協議会活動等の写真撮影
・広報委員会定例会議

平成25年度活動計画

親睦・イベント委員会

■第11回親睦ゴルフコンペ／5月29日（水）
　参加者20名で実施
■夜景鑑賞親睦会／8月9日（金）
　参加者47名で実施

■創立30周年記念式典・コンサート／
　9月16日（祝）
　神戸朝日ホールにて実施
■創立30周年記念パーティー／
　9月20日（金）
　参加者97名で実施
■忘年会／12月
■第12回親睦ボーリング大会／26年3月

平成25年度活動計画

　旧居留地連絡協議会は、ことしで創立
30周年を迎えました。これを記念するさま
ざまな催しが行われ、よりよいまちを目指す
ことを会員同士で確認しあうとともに、節目
を迎えた協議会の取り組みを市民にア
ピールしました。
　メーンとなる記念式典は9月16日に神戸
朝日ホールで開かれ、参加を申し込んだ
市民ら約400人で会場はほぼ満席状態。
あいさつに立った野澤太一郎会長は、戦
後間もない時期に親睦目的で結成された
「国際地区共助会」が発展的に名称を変
えて「旧居留地連絡協議会」となり、活動
の幅をまちづくりや防災などに広げてきた
経緯を紹介したうえで、「この歴史と伝統
を守り、まちの魅力をさらに高めていきた
い」と決意を披露。来賓の佐藤一郎中央
区長からは「かつて東洋で一番美しい居

留地と言われたこの地区の魅力が、さらに
高まるように取り組んでいただきたい」と当
協議会にエールを送っていただきました。

　このあと、「日本史の中のこの30年～
旧居留地連絡協議会　活動の時代」の
テーマで園田学園女子大名誉教授、田
辺眞人氏による記念講演がありました。
田辺氏は30年間に日本の社会で起きた
大きな変化を振り返りながら、この協議会
が果たした役割や意義についてわかり
やすく解説しました。
　多くの近代洋風建築が残るオフィス街
としてだけでなく、近年は神戸を代表す
るハイセンスなショッピング街として市内
外から多くの人が訪れる旧居留地です
が、まちの景観維持や美化、情報の発信

などに地元協議会が果たして来た役割
は、まだまだ広く知られていないようで
す。式典に参加した市民らを通じて、当
協議会の存在がもっと広まってほしいも
のです。
　記念式典と講演に続く第2部は記念コ
ンサート。前半はクラシックで、NHK交響
楽団の市川雅典さんと鈴木華重子さん
によるコントラバスとピアノの2重奏。後半
は甲南ブラスアンサンブや大阪大学軽音
楽部SWINGなどよるジャズコンサートが
あり、記念の催しをにぎやかに盛り上げま
した。
　一方、旧居留地内のThe 45th ビル
では13日から記念式典の日までの4日間、
むかしの写真を集めた「神戸旧居留地・
懐古写真展」を開催、こちらも多くの人で
にぎわいました。

旧居留地連絡協議会
神戸市中央区播磨町30大丸カーポート7階
TEL.078-332-0151　FAX.078-332-0052

2013年4月25日（木）、神戸メリケンパークオリエンタル
ホテルにおいて、平成24年度の定時総会が開催され、昨
年度の活動報告及び、今年度の事業計画・予算案等が
承認されました。

記念式典後のクラッシックコンサート

パーティでは太田顧問（ノーリツ）の音頭で乾杯！

記念式典後の甲南ブラスアンサンブルによるJAZZコンサート記念イベントの「神戸旧居留地・懐古写真展」



　木造や石造りの商館が立ち並ぶ明治期の海岸通り。大正
時代になると、港からみた居留地にはイルミネーションで飾ら
れた洋風ビルがあり、背後の六甲山には錨のマークが浮かび
上がる―。旧居留地連絡協議会の創立３０周年記念イベント
として開かれた「神戸旧居留地・懐古写真展」には、むかしの
神戸港や外国人居留地を記録した写真パネル66点が紹介
され、熱心に見入る市民や観光客らでにぎわいました。
　展示された写真は神戸市文書館が所蔵するもの。開港間
もない時期から昭和に至るまで、各時代のまちの表情や移り
変わる様子を当時の活気とともに伝えてくれます。すでに取り
壊されてしまった洋風ビルの姿が分かる一方、米国領事館
だったころの１５番館や商船三井ビルなど現在と比較できる
写真も。また、居留地に住んでいた外国の子どもたちによる仮
装大会の写真などもあり、興味は尽きません。
　印象深いのは、かつて居留地に立ち並んでいた洋風近代建
築の重厚さ、まち並みの美しさです。ハイカラ神戸のルーツを実
感するとともに、失ってしまったものの価値を思った人も多かっ
たかもしれません。旧居留地の歴史と伝統をあらためて発信した
催しとなりました。

旧居留地連絡協議会は昭和58年3月に創立しまし
た。母体になったのは、終戦後、約３０社が集まって
親睦と福祉活動に取り組んだ「国際地区共助会」
です。旧居留地２２ｈａが神戸市都市景観条例に基
づく「都市景観形成地域」に指定されたのを機に、
重厚な近代洋風建築が残る旧居留地の都市景観
を生かしたまちづくりへの機運が高まり、発展的に
衣替えしました。
　昭和60年12月、協議会は神戸市から景観形成
市民団体の認定を受け、翌年には「旧居留地の昨
日・今日・明日」をテーマでシンポジウムを開催。こう
した活動が評価され、62年6月には建設大臣の「ま
ちづくり功労賞」を受賞しました。
　活発な取り組みは平成になっても続きます。同5
年 9月の「アーバンリゾートフェア」では「旧居留地
ハイカラフェスティバル」を開催、協議会の男女メン
バーが大正ロマンを漂わせた衣装でイベントを盛り
上げました。同じ年に北野町や南京町などが加わ
る「景観形成市民団体連絡協議会」にも参加、活
動の幅を広げました。
　大きな困難に直面したのが平成7年1月に阪神・
淡路を襲った大震災です。会員はそれぞれ深刻な
ダメージを受けました。

　それでも、震災から日も浅い2月、吹きさらしの大
丸カーポートで開いた臨時例会を皮切りに復興へ
の動きが本格化。４月の総会で復興方針を決める
など、会員の努力で素早い立ち直りを見せました。
そして、居留地の返還から100年になる平成11年7
月、盛大に開いた記念式典は協議会の熱意と結束
力を示す機会となりました。平成13年の夏には、特
殊なライトアップ技術で建物に絵を描いたようにライ
ティングする光のアート「クロモリットＫＯＢＥ」に参
加、情緒あふれるまち並みが幻想的な光に彩られ
ました。
　創立２０周年を迎えた後、旧居留地連絡協議会
は「防災功労者内閣総理大臣表彰」「２１世紀のま
ちづくり賞」「日本都市計画学会・石川賞」と相次い
で受賞します。歴史的な建物や情緒ある街路など
足元の「財産」を生かし、魅力あるまちづくりに協力
して取り組んできた会員の熱意の賜物といえるで
しょう。
　協議会の会員は１０２社を数え（平成２５年10月
現在）、親睦・イベント、防災・防犯、都心（まち）づく
り、広報、環境という5つの委員会を運営、会員の交
流や旧居留地の景観保全、安全・安心のまちづく
り、美化・緑化、情報の発信などに当たっています。

旧居留地連絡協議会の歩み
このまちを100年先まで
大事にまもりたい。

旧居留地連絡協議会

野澤太一郎  会長  ｜ あいさつ  ｜
神戸旧居留地・懐古写真展

３０周年記念講演　要旨

園田学園女子大学名誉教授

田辺眞人  先生  
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昭和58年
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平成2年
5年
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7年

8年
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13年

15年
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「国際地区共助会」を母体に「旧居留地連絡協議会」創立
旧居留地が神戸市条例に基づく「都市景観形成地域」に指定
神戸市から景観形成市民団体の認定受ける
旧居留地の昨日・今日・明日」をテーマでシンポジウム
建設大臣の「まちづくり功労賞」受賞
機関紙「居留地会議」創刊号を発行
「新たな発展に向けて　旧居留地のまちづくり」発行　　　　
発足した「景観形成市民団体連絡協議会」に参加
「アーバンリゾートフェア」に参加、「旧居留地ハイカラフェスティバル」開催
「歴史の流れを未来に引き継ぐ－神戸旧居留地・景観形成計画」を作成、
神戸市に提出
「1・17」大震災からの復興活動方針を総会で決める　
復興計画書を作成、市に提出
都心（まち）づくり委員会を設置　
防災委員会を設置
居留地返還１００年を記念した式典・祝賀会を開催
防災まちづくり大賞「消防庁長官賞」を受賞
光のアート「クロモリットＫＯＢＥ」に参加
協議会設立２０周年記念祝賀会
「防災功労者内閣総理大臣表彰」を受賞
｢震災10年　神戸からの発信」推進委員会に参加　
兵庫地域政策研究機構の「２１世紀のまちづくり賞」受賞
「日本都市計画学会・石川賞」を受賞

本日は旧居留地連絡協議会創立30
周年の記念の催しに足をお運びいた
だき、まことにありがとうございます。
旧居留地連絡協議会は地区内で事
業を営む法人を会員とする団体で、
第２次世界大戦直後に設立された
国際地区共助会を母体にしておりま
す。当初は自警団的な性格を持つ親
睦団体でしたが、その後、昭和58年
に当地区が神戸市都市景観形成地

域に指定されたのを機に、会の名称を現在の旧居留地連絡協議会と改
めるとともに、快適な就業環境をつくりだすためのまちづくり活動にも積極
的に取り組み始めました。
　現在、当会では親睦・イベント、防災・防犯、都心（まち）づくり、広報、環
境、の５つの専門委員会を設け、親睦活動に加えてプロムナードコンサート
などのイベント開催、ニュース発行やホームページの作成・管理、クリーン

作戦や緑化活動などを継続的に実施しております。とりわけ、18年前の阪
神・淡路大震災以降は、安全・安心なまちづくりにも精力的に取り組んでま
いりました。
　活動の成果は、平成１５年に防災功労者内閣総理大臣表彰、１９年には
日本都市計画学会・石川賞を頂戴するなど、外部の方 に々も高く評価して
いただいていると自負しております。そして、このような成果を得られた大き
な要因は、日ごろからの当会会員間のお付き合いに基づく合意形成力で
はないかと考えております。旧居留地では、会員各位のこのまちに対する深
い愛着をベースにした企業コミュニティーといったものが成立しており、これ
がまちづくり活動を活発にし、さまざまな成果を生むのに大きな役割を果た
しているように感じます。まちができて150年近くになる現在の旧居留地の
姿は、明治３２年までの外国人居留地時代を含めて、さまざまな人 の々さ
まざまな思いが結実した結果といえます。先人たちが培ってきたこの歴史
や伝統を断ち切ることなく、いっそう魅力的なまちに育てた上で次代に引き
継がなければならないと、当会創立30周年にあたり、あらためて決意して
おります。今後とも皆様のご指導、ご支援を心からお願い申し上げます。

　私たちの存在は時間と空間
という要素から成っています。
分かりやすく言うと、時間は歴
史、空間は地理。旧居留地は地
理的、空間的には１つの地区で
すが、歴史的、時間的にユニー
クな要素をもっている。その歴
史を生かしながら、この30年
間、地域の振興やビジネスの活性化を図ってこられたのが旧居留地
連絡協議会です。
　 現在では、歴史を生かしたまちづくりや観光振興は珍しくありま
せん。しかし、30年前は違った。当時、神戸ではそうした取り組みがも
う１か所ありました。北野山本地区です。NHKの朝のドラマ「風見鶏
の館」で一躍、この地区が脚光を浴び、異人館を生かそうという機運
が生まれたのは1977年のこと。とはいえ、この新たなまちづくりに目
を向けた地域はまだまだ少なかったのですが、ドラマから6年後、終
戦直後からの団体を母体にしたこの協議会が発足したわけです。歴
史を生かしたまちづくりとしては、きわめて先駆的なものでした。
　この３０年間は変化の時代です。たとえば協議会創立の年、ワープ
ロは安くなったとはいえ50万円を切ったぐらいの価格。一般の人が
ワープロを使う時代ではなかった。それだけでも、この30年の大きな
意味が分かります。みんなが歴史を生かす必要性に気づき始めた時
期に、すでに旧居留地連絡協議会の組織は立ち上がっており、激し
い変化のなかで一貫して地域振興に取り組んでこられた。尊敬に値
する活動だと思います。

⬆播磨町筋より海岸通を南に望む
　（オリエンタルホテル）

⬆懐古写真展を熱心に見入る市民や観光客

いつも楽しませてくれる山田会員と内海会員のパーティーライブ

太田顧問（ノーリツ）の記念パーティでのあいさつ

モダンタイムスビッグバンドの迫力ある演奏

記念式典後の大阪大学軽音楽部SWINGによる演奏

⬆明治２９年竣工　ハンセン設計による
　レンガつくりの神戸クラブ

⬆メリケン波止場より海岸通を望む
　（昭和元年ごろ）

⬆昭和初期　海岸通

居留地会議の創刊号

1990年プロムナードコンサート

居留地返還100年祭

日本都市計画学会・石川賞

　30周年にちなんだ催しの締めくくりとなる記念パーティーは、9月30日
夕、ザ チャータードスクエアで開かれました。パーティーには神戸市の
都市計画総局などの幹部のほか、岡本、魚崎、三宮中央通り、栄町通
りなどでまちづくりに取り組む団体メンバーらに来賓として出席してい
ただきました。冒頭、柚木和代副会長は「歴史的建物を単に保存する
のではなく、現代的アレンジで商業や文化に活用しているからこそ人
は集まる。神戸の旧居留地は全国的モデルです。
このまちを50年、100年先に向けて大事に守り、発展させたい」とあいさ
つ。引き続き、協議会顧問である太田敏郎氏が「歴史ある旧居留地を
ただのまちにしないよう、住む人の取り組みが大事」と発破をかけた
後、力強く乾杯の音頭をとり、旧居留地連絡協議会の創立３０周年を
全員で祝いました。


